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※本誌は10月21日までの情報をもとに制作致しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
状況次第で記載公演が中止もしくは延期となり、内容が変更になる場合がございます。予めご了承下
さい。

いつもザ・シンフォニーホールをご愛顧頂き、誠にありがとうございます。当ホールは現在、
政府や大阪府より発表されております対処方針等を踏まえ、下記の通り感染拡大予防の対策を講じた上で、公演を開催しております。

ご来場のお客様にお願いしている感染症防止策につきまして、多数お問い合わせを頂いておりますので、ご紹介させて頂きます。お座席の振り替えや公演の延期のため、
チケットの交換が必要となっている場合もございます。

また、券面にご連絡先のご記入を
お願いしている場合もございます。

ご来場頂くお客様に安心してコンサートを楽しんで頂けるよう、下記の内容にご協力をお願い致します。

現在、館内の施設・設備及び貸し出し物のご利用を一部休止・制限させて頂いております。

お客様へのお願い

ご入場の際のお願い

館内施設及び貸し出し物等の当面のご利用についてのお願い

感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。お手元のチケットはご来場の前に
必ずご確認をお願い致します。

ザ・シンフォニーホールの取り組みと、
お客様へのお願いはWEBに掲載しております。

詳細は、WEBサイトをご覧ください。
http://www.symphonyhall.jp

www.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。
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マスク着用

館内では上演中も含め常時マ
スクの着用、咳エチケットの徹
底をお願い致します。フェイス
シールドをご着用の方は、マス
クも併せてご着用下さい

お並びの際は、
前後の間隔を空けて
お並び下さい。
足元に表示を設けております

ご入場時に
アルコールによる
手指の消毒をお願い致します

全てのお客様に
検温をお願いしております

車椅子貸し出しと介助

貸し出し車椅子のご利用は介
添の方とご来場頂き、公演前日
までに各主催者へご予約され
た方に限らせて頂きます。これ
までスタッフが行っておりまし
た目の不自由な方への介助も、
お客様との濃厚接触を避ける
ため控えさせて頂きます。介助
が必要な方は必ず介添の方と
ご来場をお願い致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある
方はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内
での会話はお控え下さい

カフェ・ショップ

カフェ・ショップは当面の間、営
業を休止致しております。お飲
物は3階サイドロビーに自動販
売機がございますので、是非ご
利用下さい。また、開場後はロ
ビーのソファにてお寛ぎ頂けま
す
※館内に設置しているウォーターサー
バー及びウォータークーラーのご利用は
休止致しております。※客席内でのご飲
食はご遠慮頂いております。

プレイガイド

館内プレイガイド及びチケット
センター窓口でのチケットの販
売は、当面の間休止致しており
ます。チケットのご購入は、お電
話またはWEBにて受付をして
おります

体調確認

2週間以内に発熱や咳、鼻汁、
倦怠感、味覚・嗅覚障害、その他
感冒症状があった方はご来場
をお控え下さい。ご来場後も体
調が優れない場合は、無理を
せずスタッフにお声がけ下さい

追跡システムのご登録来場記録シート

当日券をご購入のお客様や
ご 購入者様とご来場者様
が異なる場合はご記入下さ
い

貸し出しブランケット

ブランケットの貸し出しは、当
面の間休止致しております。体
温調節のしやすい服装でご来
場下さい

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：11月19日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

11月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消
毒液がご利用頂けない方はご
自身で代替の除菌シート等を
ご準備下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使
用していないお座席へのご
移動は、他のお客様のご迷
惑となりますので、固くお断
り致します

ご協力頂けない方はご入場をお断り致します。予めご了承下さい。

お客様には、多 ご々不
便をおかけすることと
存じますが、ご理解、
ご協力のほど、お願い
申し上げます。

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確
認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードにご協力をお願い致し
ます

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコード
より、ご連絡先の登録をお願い致します。公演ごとに、ご
登録が必要です

iPhoneの
方はこちら
App Store

Androidの
方はこちら
Google Play



[指揮]三ツ橋敬子　[ソプラノ]白石優子
[アルト]長谷川明莉　[テノール]小餅谷哲男　[バス]武久竜也
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
[合唱]ザ・シンフォニーホール コーア
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付き」 op.125
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/2（水） 7:00PM  ※第2楽章と第3楽章の間に休憩があります。
S 8,800円　A 6,600円 （税込）
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

日本センチュリー交響楽団による小規模編成のオーケストラとともに、
4人のソリスト、少数気鋭のプロの歌手たちによる合唱団

「ザ・シンフォニーホール コーア」がお贈りする、
他ではなかなか聴くことができない希少な「第九」。

ここでは、このコンサートが今年指揮を務める唯一の「第九」だという
三ツ橋敬子のインタビューをお届けします。

新しい可能性、
魅力を秘めた「第九」。
このコンサートに
ワクワクする！

C O L U M N

日本センチュリー交響楽団とザ・シンフォニー
ホールがベートーヴェン生誕250周年イ
ヤーに繰り広げるシリーズコンサート。通称

「BB」。2020年8月にピアニスト 横山幸雄
を迎えたBB Vol.1「皇帝」、9月にヴァイオリ
ニスト 竹澤恭子を迎えたBB Vol.2「英雄」。
2021年2月には横坂 源、関本昌平、郷古 廉
を迎えるBB Vol.3「運命」を開催する。ここで
紹介する「歓喜の歌」はBBのスペシャル版。

ベートーヴェン生誕250周年記念プロジェクト 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール BEST OF BEETHOVEN スペシャル!! 「歓喜の歌」Interview
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ベートーヴェン生誕250周年記念プロジェクト
日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール

コロナに打ち勝つ！

静寂と至福の第九

撮影：上田 愛

ソプラノ 白石優子

アルト 長谷川明莉

BEST OF
BEETHOVEN

BBスペシャル！！
「歓喜の歌」

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp
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と
で
は
な
く
、も
っ
と
普

遍
的
な
人
類
の
つ
な
が
り
が
強
く
描
か
れ

て
い
る
と
思
う
の
で
す
。第
４
楽
章
へ
と
い

た
る
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
は
意
味
が
あ
り
、そ

れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、そ
の
先
の
光
は
さ
ら

に
輝
く
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
よ

り
貴
重
だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
」

　

こ
の
公
演
で
は
、
合
唱
は
24
人
で
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
も
小
編
成
と
な
る
。

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ス
コ
ア
か
ら
判
断

し
て
、
決
し
て
小
さ
す
ぎ
る
編
成
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
。編
成
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

は
、一
人
ひ
と
り
の
責
任
が
分
散
さ
れ
な
く

な
る
の
で
、
楽
器
を
弾
く
人
や
歌
う
人
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
よ
り
際
立
っ
て

見
え
て
き
ま
す
。合
唱
も
、
大
人
数
の
な
か

で
は
一
人
ひ
と
り
の
声
の
色
や
歌
い
回
し
、

や
り
た
い
こ
と
な
ど
が
、反
映
さ
れ
に
く
い

と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、大
人
数
で
歌
う
よ

り
も
、個
々
の
機
動
性
を
よ
り
は
っ
き
り
と

示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

　

共
演
す
る
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団
に
つ
い
て
。

　
「
応
用
力
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

ハ
イ
ド
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、い

わ
ゆ
る
古
典
派
の
音
楽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
の
で
、（「
第

九
」の
共
演
は
）や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。今

ま
で
の
飯
森
さ
ん
と
の
蓄
積
も
大
き
な
財

産
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

三
ツ
橋
は
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
指
揮
台
に
何
度
も
立
っ
て
い
る
。

　
「
と
て
も
良
い
響
き
の
ホ
ー
ル
で
、
こ
こ

な
ら
で
は
の
響
き
も
し
っ
か
り
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。舞
台
上
で
作
っ
た
音
楽
を
、
そ
の

ま
ま
お
客
さ
ま
に
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る

ホ
ー
ル
で
す
。演
奏
し
て
い
る
間
も
、
客
席

で
聴
く
音
色
を
想
像
し
や
す
い
ス
テ
ー
ジ

な
の
で
す
」

　

演
奏
会
へ
か
け
る
意
気
込
み
を
こ
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
今
年
だ
か
ら
こ
そ
聴
け
る
こ
の
特
別

な
『
第
九
』
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
気
持
ち
を
こ
め
て
演
奏
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
い
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

テノール 小餅谷哲男

バス 武久竜也

2021年2月21日に開催されるBEST OF BEETHOVEN Vol.3「運命」の詳細は次のページをチェック！

舞
台
上
で
作
っ
た
音
楽
を

そ
の
ま
ま
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る

第
九
に
は
普
遍
的
な
人
類
の

つ
な
が
り
が
強
く
描
か
れ
て
い
る

　新型コロナウイルス感染症の影響
で、大勢で歌う例年どおりの「第九」
の開催はなかなか難しい状況です
が、そんな中で行われるこの公演で
誕生するのが、24名から成る合唱団

「ザ・シンフォニーホール コーア」で
す。今回のように少人数の合唱となれ
ば、一人ひとりがそれぞれの技術を
最大に活かし、「第九」の特徴である
高い音を美しい声で歌うことが必須。

出演する24名は、「第九」のソリスト
を務めたこともある方もいらっしゃる
など、メンバー全員が技術の高いプロ
の声楽家なのでとても期待が大きい
ですね。
　今回は美しい音を遠くまで届ける、
ということを一番に意識して歌っても
らおうと思っています。少人数だから
こその個々の機動力にも注目です。
圧倒的な歌声でホールの空間を満た

す例年の「第九」とはまた違った素晴
らしさ、未知数の魅力をお客様に感じ
ていただける、とてもいい機会だと思
います。
　軽やかさ、繊細さが際立った純度の
高い美しい歌声が、響きの良いザ・シ
ンフォニーホールの空間を満たして
いくと思うと、今からワクワクします！

コーラスマスター 石原祐介 氏
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【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

ピ
ア
ノ
：
関
本
昌
平

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
郷
古 

廉

チ
ェ
ロ
：
横
坂 

源

©Hisao Suzuki

第
１
弾 

横
山
幸
雄
、第
２
弾 

竹
澤
恭
子
に
続
く
の
は

「
個
性
を
出
し
な
が
ら
愉
快
に
遊
ぶ
」ト
リ
オ

Interview

©Hisao Suzuki

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
意
欲
的
な
創
作

活
動
を
続
け
た
１
８
０
３
〜
04
年
に

書
い
た
、三
重
協
奏
曲
。
作
品
か
ら
感

じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、郷
古
廉
は
こ
う

話
す
。

　
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
と
作
曲
年

代
が
近
く
、似
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、ま
た
違
っ
た
明
る
さ
が
あ
り
ま
す
。

２
楽
章
は
、苦
し
み
や
諦
め
が
あ
り
な

が
ら
、穏
や
か
に
人
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
か
の
よ
う
。
そ
れ
が
３
楽
章
で

は
、何
も
か
も
忘
れ
て
踊
ろ
う
！
と
い

う
雰
囲
気
に
な
る
。
精
神
的
な
安
定
も

感
じ
ま
す
」

　

特
殊
な
編
成
ゆ
え
演
奏
機
会
は
多

く
な
い
。
今
回
は
、優
れ
た
ソ
リ
ス
ト

た
ち
の
共
演
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
公
演
だ
。

BB Vol.3「運命」
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
[ピアノ]関本昌平　[ヴァイオリン]郷古 廉
[チェロ]横坂 源
-------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ヴァイオリン、チェロ、ピアノのための三重協奏曲 ハ
長調 op.56／交響曲 第5番 ハ短調「運命」op.67
-------------------------------------------------------------------------
2021.2/21（日） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]センチュリー･チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ･シンフォニーホール

　
「
横
坂
源
君
と
は
何
度
も
共
演
し
て

い
ま
す
が
、火
が
つ
く
と
急
に
ス
パ
ー

ク
す
る
と
き
の
あ
る
お
も
し
ろ
い
演
奏

家
。
関
本
さ
ん
と
は
初
共
演
な
の
で
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
３
人
が
密
接
に
か

ら
む
と
い
う
よ
り
、互
い
に
聴
き
合
い

つ
つ
個
性
を
出
す
こ
と
で
成
り
立
つ
作

品
。
ト
リ
オ
の
中
で
愉
快
に
遊
び
な
が

ら
、
そ
れ
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
感
じ

て
も
ら
っ
て
音
楽
を
つ
く
っ
て
い
く
。

そ
こ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
」

　

２
０
１
９
年
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
シ

リ
ー
ズ
を
完
結
さ
せ
た
こ
と
で
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
よ
り
近
く
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
何
年
か
前
ま
で
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
ど
う
向
き
合
っ
た
ら
良
い
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
作
品
に
対
し
て
、

自
分
の
人
間
的
な
未
熟
さ
が
釣
り
合

わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
で
も
シ

リ
ー
ズ
を
始
め
て
、
と
に
か
く
弾
い
て

作
品
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、

一
人
の
人
と
し
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
人
間
像
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。
同

時
に
、偉
大
さ
を
ま
す
ま
す
実
感
し
ま

し
た
」

　

人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
に
直
面
す
る
今
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は「
我
々
が
今
回
の
こ
と
で
、そ
し
て
長

い
時
間
の
中
で
失
っ
た
も
の
を
意
識
さ

せ
る
」と
い
う
。

　
「
そ
れ
で
も
君
た
ち
は
生
き
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
、立
ち
向
か
わ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
ま

す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、自
分
を
常

に
新
し
い
所
に
追
い
込
む
こ
と
で
進
化

し
た
人
。
そ
れ
は
、同
じ
場
所
に
は
二

度
と
戻
ら
な
い
と
い
う
決
意
で
も
あ

る
。
迷
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
何
か
に
立
ち
向
か

う
精
神
を
、彼
は
音
で
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、生
の
音

楽
と
し
て
そ
れ
を
何
度
も
聴
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
上
に
強
い
人

を
僕
は
知
ら
な
い
」と
郷
古
は
い
う
。

作
品
が
放
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
た
い
。

（
取
材
・
文　

高
坂
は
る
香
）

Interview ベートーヴェン生誕250周年 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール BEST OF BEETHOVEN Vol.3 「運命」

発売中

BEST OF
BEETHOVEN
BB Vol.3 「運命」

ベートーヴェン生誕250周年
日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール

feat.BB Vol.3
ヴァイオリン 郷古 廉 インタビュー

チェロ 横坂 源
ピアノ 関本昌平
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
多
彩
な
魅
力
を

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
テ
ー
ジ
で
繰

り
広
げ
、絶
大
な
人
気
を
得
て
い
る
川

井
郁
子
が
、毎
年
冬
に
開
催
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
。
今
回
は〝
大
人
の
情
熱
〞と

題
し
て
、タ
ン
ゴ
、シ
ャ
ン
ソ
ン
、ク
ラ

シ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、映
画
音
楽

な
ど
、熱
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
哀
愁
に
満

ち
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。

Interview 川井郁子 シンフォニック バレンタインコンサート 〜大人の情熱～

　
「
今
回
は
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
北

村 

聡
さ
ん
を
迎
え
て
、ピ
ア
ソ
ラ
作
品

や
タ
ン
ゴ
を
中
心
に
様
々
な
愛
の
名

曲
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ピ
ア
ソ

ラ
は
、私
の
音
楽
の
原
点
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
た
時
期
に
出
会
い
、
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
自
分
自
身
の
音
楽
を

追
求
し
て
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　

前
半
と
後
半
の
音
の
世
界
が
違
う

の
が
、今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
大
の

特
徴
だ
。

　
「
前
半
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア

ノ
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
ピ
ア
ソ
ラ
五
重
奏
団
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
世
界
を
描
き
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

　

ピ
ア
ソ
ラ「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」、「
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
冬
」、「
天
使
の
ミ

ロ
ン
ガ
」な
ど
を
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の

北
村
聡
、気
鋭
の
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス

ト
、林
正
樹
、世
界
中
の
音
楽
に
精
通

し
て
い
る
実
力
派
パ
ー
カ
シ
ョ
ニ
ス

ト
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
と

共
に
、味
わ
い
深
く
聴
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ン
ソ
ン「
パ
リ
の

空
の
下
」は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
の
デ
ュ
オ
。
パ
リ
の
街
角
の

お
洒
落
な
雰
囲
気
が
、会
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
に
違
い
な
い
。

　
「
後
半
の
ス
テ
ー
ジ
は
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
加
わ
り
、華
や
か
に
ラ
イ
オ

ネ
ル
・
リ
ッ
チ
ー
「
エ
ン
ド
レ
ス
・
ラ

ブ
」な
ど
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ブ
ル
ッ
ク
・
シ
ー
ル
ズ
主
演
の
映
画
を

観
て
感
動
し
た
青
春
の
思
い
出
の
一

曲
で
す
。
モ
ン
テ
ィ
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」も
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
が
入
る
編

成
は
初
め
て
で
す
が
、
カ
ッ
コ
よ
く
て

素
敵
な
ん
で
す
よ
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
演
奏
活
動
が
中
断

す
る
前
の
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

２
０
２
０
年
２
月
29
日
の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

再
開
後
、最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
７

月
18
日
の
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

熱いパッションと
哀愁に満ちた

大人の魅力あふれる音楽

[ヴァイオリン]川井郁子　[ピアノ]林 正樹
[バンドネオン]北村 聡　[パーカッション]クリストファー･ハーディ
[弦楽合奏団]U.F.室内アンサンブル
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ライオネル･リッチー:エンドレス･ラブ／ピアソラ:リベルタンゴ／エンリコ･マシアス:
恋心／ビゼー:真珠採りのタンゴ／ピアソラ:ブエノスアイレスの冬／ピアソラ:天使
のミロンガ／モンティ:チャルダッシュ／ユベール･ジロー:パリの空の下／ロイド･ウェ
バー:アルゼンチンよ泣かないで
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.2/7（日） 2:00PM
S 6,050円　A 4,950円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ･オフィス／ザ･シンフォニーホール

私
に
は
や
っ
ぱ
り

こ
の
場
所
が
必
要
だ
っ
た
！

コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
ど
ち
ら
も
感
慨
深
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
７
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
久

し
ぶ
り
に
観
客
の
皆
様
の
前
で
弾
い

た
の
で
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
が
、最
初
の
１
曲
を
弾
い
て
、
あ
ぁ
、

私
に
は
や
っ
ぱ
り
こ
の
場
所
が
必
要

だ
っ
た
！
と
感
じ
て
、胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
は
、生
の
音
が
美
し
く
響
き
、

客
席
と
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
ホ
ー
ル
。
今
回
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
の
中
で
、大
切
な
人
を
想
う

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

（
取
材
・
文　

森
岡 

葉
）

川井郁子
シンフォニック

バレンタインコンサート
〜大人の情熱～

Interview

発売中
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勝
敗
を
決
す
る
の
は
審
査
員
の
判

定
以
外
に
、
客
席
か
ら
も
投
票
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ー
ル
中
に
赤

白
の
札
が
掲
げ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
包
ま
れ
た
賑
や
か
な
雰
囲
気
は
、

年
末
を
祝
う
よ
う
で
心
が
ホ
ッ
コ
リ
と

温
め
ら
れ
る
の
だ
。
こ
れ
ま
で
１
回
目

は
紅
組
、
２
回
目
は
亀
組（
白
組
）が
勝

利
を
手
に
し
た
が
、
果
た
し
て
３
回
目

は
ど
ち
ら
に
…
…

　

今
年
は
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
困
難
に
直
面
し
た
一
年
だ
っ

た
。副
題
に
「
―
日
本
の
日
の
出
を
願

う
―
」
と
掲
げ
、
本
公
演
は
輝
か
し
い

２
０
２
１
年
に
な
る
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
開
催
さ
れ
る
。白
組
の
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
る
田
中
由
也
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

我
々
演
奏
者
も
お
客
様
も
生
の
音
楽

に
飢
え
て
い
ま
す
。年
末
に
こ
の
様
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
事
、
ご
尽
力

さ
れ
た
関
係
者
各
位
、
並
び
に
ご
支
援

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
で

す
。年
の
瀬
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
皆
様
と
お
会
い
出
来
ま
す
事
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
」
と
期
待
を

か
け
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

歌
公
演
専
用
の
飛
沫
防
止
対
策
が
と

ら
れ
、
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。豪
華
で
楽
し
い
歌
合
戦
は
、
来
年

に
向
け
て
、
必
ず
私
た
ち
の
心
を
元
気

づ
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
文　

金
子
真
由
）

紅 白
令和2年 年越しスペシャル！！－日本の日の出を願う－ オールスター 紅白オペラ歌合戦 2020Review

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
、
公
演
名
を

『
紅
白
オ
ペ
ラ
歌
合
戦
』に
戻
し
た
こ
の

名
物
公
演
は
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
フ
ァ
ン
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

大
阪
交
響
楽
団
の
温
か
く
重
厚
な

音
色
と
オ
ペ
ラ
歌
手
の
歌
声
が
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
殿
堂
・
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
中
に
響
き
渡
る
光
景
は
迫

力
が
あ
り
、
何
度
観
て
も
圧
巻
だ
。歌

合
戦
だ
け
に
、
途
中
の
審
査
員
の
コ
メ

ン
ト
や
客
席
の
反
応
に
よ
り
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
出
演
者
の
「
負
け
て
ら
れ

な
い
。
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
！
」
と

奮
い
立
つ
様
子
が
伝
わ
り
、
真
剣
勝
負

の
〝
ド
ラ
マ
〞が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の

だ
。

　

こ
の
熱
い
歌
合
戦
に
は
、『
関
西
二

期
会
』『
関
西
歌
劇
団
』『
堺
シ
テ
ィ
オ

ペ
ラ
』
の
３
団
体
か
ら
各
団
体
の
看
板

歌
手
が
選
抜
さ
れ
る
。紅
組
と
白
組
各

９
名
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
八

番
や
、
同
歌
合
戦
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
す

る
曲
を
披
露
す
る
。
３
年
連
続
の
出

演
で
今
年
も
紅
組
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
る
斉
藤
言
子
は
、「
所
属
団
体
の

枠
を
超
え
て
、出
演
者
、観
客
が
一
体
と

な
る
、ま
さ
に『
歌
の
饗
宴
』で
す
。一
年

を
締
め
く
く
り
、
あ
た
ら
し
い
年
へ
の

希
望
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
る
公
演
で

す
。
ち
ょ
っ
と
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
年
中
行

事
と
し
て
根
付
い
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」と
魅
力
を
語
る
。

白紅

関西オペラのスターが一挙集結！ この対決を聴かずして、年は越せない！！ 令和2年 年越しスペシャル！！

− 日 本 の 日 の 出 を 願 う −

2 0 2 0

▲谷 浩一郎（テノール）
プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より 
誰も寝てはならぬ

▲樽谷昌子（ソプラノ）
レオンカヴァッロ：歌劇「道化師」より
鳥の歌

▲西尾岳史（バリトン）
ビゼー：歌劇「カルメン」より
闘牛士の歌

▲並河寿美（ソプラノ）
ヴェルディ：歌劇「椿姫」より
あぁ そはかの人か～花から花へ

▲キャプテン 田中由也（バリトン）
ヴェルディ：歌劇「リゴレット」より
悪魔め鬼め

▲キャプテン 斉藤言子（ソプラノ）
チレア：歌劇「アドリアーナ・ルクヴルー
ル」より 私は芸術のしもべ

▲馬場清孝（テノール）
ヴェルディ：歌劇「リゴレット」より
あの娘の涙が見えるようだ

▲古田昌子（メゾソプラノ）
ビゼー：歌劇「カルメン」より
ハバネラ

▲大谷圭介.（バリトン）
ヴェルディ：歌劇「ドン・カルロ」より
私です、カルロ様～最後の時が来た

▲荒田祐子（メゾソプラノ）
サン＝サーンス：歌劇「サムソンとデリ
ラ」より あなたの声に私の心は開く

今年の白組のキャプテンを仰せ付かりました
バリトンの田中由也です。去年還暦を迎え、
キャプテンを仰せ付かり万巻の思いです。
今年の白組は若さあふれる個性の強いメン
バーが集いました。舞台上で炸裂するパワー
とエネルギーの饗宴にご期待下さい！

今回で３年連続紅組代表を務めさせていただ
くことになります。昨年は亀組（男性歌手チー
ム）に負けてしまいましたが、今回は奪還致し
ます。しかし、競うということではなく、紅白一
体となり、互いに刺激しあい、良い歌を皆様に
お届けできることが一番の望みです。

紅組キャプテン 斉藤言子 
Message

白組キャプテン 田中由也 
Message

▲松澤政也（バリトン）
ヴェルディ：歌劇「マクベス」より
哀れみも誉れも愛も

▲水野智絵（ソプラノ）
ヴェルディ：歌劇「仮面舞踏会」より ここ
は恐ろしい場所…あの草を摘み取って

▲清原邦仁（テノール）
チレア：歌劇「アルルの女」より
フェデリコの嘆き

▲泉 貴子（ソプラノ）
ヴェルディ：歌劇「運命の力」より
神よ平和を与えたまえ

▲松原 友（テノール）
ドニゼッティ：歌劇「愛の妙薬」より
人知れぬ涙

▲湯浅 契（ソプラノ）
プッチーニ：歌劇「蝶々夫人」より
ある晴れた日に

▲小餅谷哲男（テノール）
レオンカヴァッロ：歌劇「道化師」より
衣装をつけろ

▲木澤佐江子（ソプラノ）
ドニゼッティ：歌劇「ランメルモールの
ルチア」より あたりは沈黙に閉ざされ

※五十音順※五十音順

白組司会 堀江政生
（朝日放送テレビアナウンサー）指揮 粟辻 聡 紅組司会 八塚彩美

（朝日放送テレビアナウンサー）

管弦楽 大阪交響楽団 オールスター

オペラ
歌合戦

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

真
剣
勝
負
の〝
ド
ラ
マ
〟が

繰
り
広
げ
ら
れ
る

あ
た
ら
し
い
年
へ
の
希
望
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
る
公
演

輝
か
し
い
２
０
２
１
年
に

な
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
―
―

2020.12/27（日） 3:00PM
S 8,800円　A 7,700円 （税込）
[お問合せ] ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
[協力]公益社団法人大阪交響楽団／公益社団法人関西
二期会／特定非営利活動法人関西芸術振興会・関西歌
劇団／堺シティオペラ一般社団法人

発売中
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指
揮
者
の
飯
森
範
親
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
関
本
昌
平
、日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交

響
楽
団
。
国
内
を
代
表
す
る
名
手
た

ち
が
集
い
、「
日
本
の
日
の
出
」を
願
う

公
演
の
開
催
が
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
き

た
。

　

前
半
は
、
リ
ス
ト
の
劇
的
な
ハ
ン
ガ

リ
ー
狂
詩
曲
第
２
番
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
に
続
く
の
が
同
じ
作
曲
家
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
１
番
で
、
ソ
リ
ス
ト
が
関

本
。
大
阪
出
身
の
彼
は
、弱
冠
20
歳
の

時
に
難
関
シ
ョ
パ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
第
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
早
い
も
の
で
15
年
。
今
や
そ
の
肩

書
は
不
要
な
ほ
ど
の
成
長
を
遂
げ
、国

Review The Symphony Hall プレミアム コンサート Vol.4 マーラー第5番 -日本の日の出を願う-

際
的
に
活
躍
す
る
彼
は
、難
曲
と
し
て

名
高
い
本
作
で
も
、
テ
ン
ポ
、
リ
ズ
ム
、

ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
多

彩
な
変
化
に
楽
々
と
対
処
し
た
名
演
を

聴
か
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

そ
し
て
後
半
に
演
奏
さ
れ
る
の
が
、

後
期
ロ
マ
ン
派
の
巨
匠
マ
ー
ラ
ー
の
傑

作
・
交
響
曲
第
５
番
。
本
作
は
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
・
ソ
ロ
が
印
象
的
な
葬
送
行

進
曲
で
幕
を
開
け
、最
後
は
華
々
し
い

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
締
め
括
ら
れ
る
５

楽
章
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。
ひ
と
き

わ
甘
美
で
切
な
い
聴
き
ど
こ
ろ
な
の
が

第
４
楽
章
の
ア
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
だ
。
弦

楽
器
群
と
ハ
ー
プ
だ
け
で
演
奏
さ
れ
る

こ
の
楽
章
の
天
国
的
な
美
し
さ
は
、当

時
結
婚
し
た
ば
か
り
の
妻
ア
ル
マ
へ
の

愛
の
証
と
言
わ
れ
て
い
て
感
慨
深
い
。

後
に
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督

の
名
作『
ベ
ニ
ス
に
死
す
』に
使
わ
れ
た

こ
と
で
、現
在
彼
の
音
楽
の
代
名
詞
に

も
な
っ
て
い
る
。

[指揮]飯森範親
[ピアノ]関本昌平
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
----------------------------------------------------
リスト：ハンガリー狂詩曲 第2番 嬰ハ短調 〈オーケス
トラ版〉／リスト：ピアノ協奏曲 第1番 変ホ長調／マー
ラー：交響曲 第5番 嬰ハ短調
----------------------------------------------------
2021.1/16（土） 2:00PM
S 7,700円　A 6,600円　B 5,500円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

作
曲
家
の
挑
戦
作
に

気
迫
の
演
奏
で
応
え
る

　

こ
れ
ら
の
３
曲
を
お
届
け
す
る
飯

森
＆
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
響
の
名
コ
ン

ビ
。
同
響
が
マ
ー
ラ
ー
作
品
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

14
年
に
飯
森
が
首
席
指
揮
者
に
就
任
し

て
か
ら
で
、
そ
の
活
動
が
19
年
の
日
本

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
５

位
に
輝
い
た
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
一
期
一
会
の

演
奏
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
本
当
に

す
ば
ら
し
い
」と
い
う
賛
辞
に
、さ
ら
な

る
気
迫
で
応
え
る
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

響
。
マ
ー
ラ
ー
の
第
５
番
は
、今
回
の

公
演
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
、演
奏
者
た
ち

に
も
こ
の
上
な
く
ふ
さ
わ
し
い
好
選
曲

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
予
防
対

策
を
と
っ
た
上
で
の
鑑
賞
と
な
る
が
、

そ
の
制
約
の
分
だ
け
感
性
は
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
、感
動
も
何
倍
に
も
な
る
は
ず
。

ぜ
ひ
ご
来
場
を
‼（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

マーラー
第5番
2021年の幕開きに
コロナ禍からの夜明けを願い
希望を謳うコンサート

指
揮 

飯
森
範
親

日本センチュリー交響楽団

©s.yamamoto

-日本の日の出を願う-

発売中

プレミアム コンサート Vol.4

マーラー（左）と妻のアルマ（右）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 8Sinfonia
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再
起
動
と
い
う
言
葉
が
、
す
べ
て
を

物
語
っ
て
い
る
。
楽
壇
の
未
来
を
担
う

チ
ェ
リ
ス
ト
、横
坂
源
が
満
を
持
し
て

開
催
す
る
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
３

月
の
リ
サ
イ
タ
ル
。
そ
れ
が
同
じ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ま
ま
、
よ
う
や
く
実
現
の
運

び
と
な
る
。
ま
さ
に
待
望
の
一
夜
だ
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
控
え
る
日
々

の
中
で
、新
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
目

を
向
け
た
り
、技
術
的
課
題
に
取
り
組

ん
だ
り
。
た
と
え
ば
身
体
の
使
い
方
に

し
て
も
、次
々
と
演
奏
会
を
こ
な
し
な

が
ら
今
ま
で
と
違
う
試
み
を
す
る
の
は

難
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
点
で
は
自
分

を
見
直
す
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

　

ド
イ
ツ
留
学
中
の
２
０
１
０
年
に
、

新
人
の
登
竜
門
と
し
て
名
高
い
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
受
賞
。

並
行
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
放
送

交
響
楽
団
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
在
籍
し
な

が
ら
、同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
客
演
首
席

チ
ェ
リ
ス
ト
ま
で
つ
と
め
た
。

　
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
盆
地
に

市
街
が
広
が
り
、僕
の
住
ん
で
い
た
山

の
ほ
う
か
ら
家
々
の
屋
根
が
一
面
に
見

渡
せ
ま
し
た
。
本
当
に
森
と
自
然
に
囲

ま
れ
た
環
境
。
晴
れ
た
日
で
も
急
に
雲

が
立
ち
込
め
、雨
が
降
っ
た
と
思
っ
た

ら
ま
た
青
空
…
…
。
ま
る
で
ソ
ナ
タ
形

式
み
た
い
だ
！
と（
笑
）。
こ
ん
な
生
活

感
覚
の
中
で
音
楽
も
育
ま
れ
て
き
た
の

か
と
、認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
」

Interview 再起動 elegy エレジー 未来に向けて 横坂源 チェロ・リサイタル

　

そ
の
彼
が
も
っ
か
居
を
構
え
る
の

は
、楽
器
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る
浜

松
。

　
「
帰
国
後
も
で
き
る
だ
け
自
然
の
豊

か
な
と
こ
ろ
に
身
を
置
こ
う
と
い
う
気

持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
練
習
場
に
苦
労
す
る
と
は
ま

る
で
予
定
外（
笑
）。
い
つ
も
家
の
近
く

の
公
民
館
へ
足
を
運
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
そ
こ
が
し
ば
ら
く
閉
鎖
し
て
し
ま

い
…
…
。
自
宅
は
ど
う
し
て
も
空
間
的

に
制
約
が
あ
り
、
ホ
ー
ル
の
中
で
楽
器

が
豊
か
に
鳴
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く

か
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
僕
が
練
習

し
な
が
ら
頭
に
描
く
の
も
、
チ
ェ
リ
ス

ト
に
と
っ
て
理
想
的
な
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
響
き
な
ん
で
す
よ
！
」

　

ス
テ
ー
ジ
の
前
半
は
多
彩
な
小
品
で

耳
を
楽
し
ま
せ
、後
半
に
大
作
を
配
す

る
構
成
も
彼
が
好
む
も
の
だ
。
最
後
を

飾
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ソ
ナ
タ
は
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
も
難
曲
の
１
つ
。

　
「
萩
原
さ
ん
な
ら
何
の
不
安
も
あ
り

楽
壇
の
未
来
を
担
う
俊
英
が

積
み
重
ね
た
す
べ
て
を
も
っ
て
臨
む
リ
サ
イ
タ
ル

[チェロ]横坂 源
[ピアノ]萩原麻未
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ:プレリュード ～無伴奏チェロ組曲 BWV1007 第1番より／カサド:
親愛なる言葉／フォーレ:夢のあとに／フォーレ:エレジー op.24／ファリャ:火
祭りの踊り／シューマン:アダージョとアレグロ op.70／ラフマニノフ:ヴォカリー
ズ op.34-14／ラフマニノフ:チェロ･ソナタ ト短調 op.19　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.3/27（土） 7:00PM
全席指定3,300円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

練
習
し
な
が
ら
頭
に
描
く
の
は

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
響
き

ま
せ
ん
！　

分
厚
く
書
か
れ
た
ピ
ア

ノ
の
パ
ー
ト
に
対
し
て
、
チ
ェ
ロ
の
歌

声
が
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

ホ
ー
ル
の
空
間
で
作
品
の
魅
力
を
再
現

す
る
か
…
…
。
そ
の
首
尾
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。
暗
闇
の
中
を
模
索
し
な
が

ら
差
し
込
む
光
を
待
ち
望
む
よ
う
な
曲

想
は
、現
在
の
僕
た
ち
が
置
か
れ
た
状

況
に
も
通
じ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
演
奏
す
る
立
場
と
し
て
は『
コ
ロ
ナ

禍
の
下
だ
か
ら
こ
う
弾
く
』と
い
う
の

で
は
な
く
、音
楽
を
す
る
日
常
が
戻
っ

て
き
た
と
こ
ろ
に
、今
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
も
の
を
聴
い
て
い
た
だ
く
と
、

そ
ん
な
姿
勢
で
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

（
取
材
・
文　

木
幡
一
誠
）

elegy

Interview

発売中

再起動

エレジー

未来に向けて

チェロ・リサイタル
横坂源

9 Sinfonia



　

麗
し
い
姿
と
輝
く
よ
う
な
高
音
の
歌
声

で
魅
了
し
、
オ
ペ
ラ
界
を
牽
引
す
る
プ
リ

マ
ド
ン
ナ
の
砂
川
涼
子
。
ク
リ
ス
マ
ス
が

目
前
に
迫
る
12
月
19
日
の
夜
、
19
世
紀
ロ

マ
ン
派
時
代
を
中
心
に
、
数
多
く
作
曲
さ

れ
た『
ア
ヴ
ェ・
マ
リ
ア
』の
楽
曲
か
ら
選
び

抜
か
れ
た
９
曲
と
ク
リ
ス
マ
ス
・ソ
ン
グ
を

届
け
る
。

　

沖
縄
県
出
身
。武
蔵
野
音
楽
大
学
声
楽

科
を
首
席
で
卒
業
し
、同
大
大
学
院
修
了
。

１
９
９
８
年
に
第
34
回
日
伊
声
楽
コ
ン

コ
ル
ソ
第
１
位
、
２
０
０
０
年
に
第
69
回

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位
な
ど
数
々

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
た
す
。藤
原

歌
劇
団
、
新
国
立
劇
場
な
ど
で
タ
イ
ト
ル

ロ
ー
ル
を
演
じ
活
躍
し
て
い
る
。

　

舞
台
で
は
、
役
柄
に
真
摯
に
向
き
合
う

クリスマス
アヴェ・マリア
砂川涼子
ソプラノ・リサイタル

～世界を繋ぐアヴェ・マリア～

世界で愛される祈りの旋律を聴き比べ
豊かな表現力で魅せるアヴェ・マリアの世界

クリスマス気分を盛り上げる、華麗なるマッピングと心温まるメロディ

聖夜を彩るドラマティックな音楽の贈り物

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

何
百
年
も
前
か
ら
、苦
難
の
と
き
に

人
々
の
心
を
癒
し
て
き
た
祈
り

©Yoshinobu Fukaya

そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
を
瑞
々
し
く
届
け
て
く

れ
る
は
ず
だ
。

　

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
も
披
露
さ
れ
、

２
０
０
６
年
に
初
め
て
ミ
ミ
役
を
演
じ
好

評
を
博
し
た
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
以

降
、
砂
川
が
表
現
を
深
め
て
き
た『
私
の
名

は
ミ
ミ
』や
、ヘ
ン
デ
ル「
セ
ル
セ
」よ
り『
オ

ン
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
』も
歌
わ
れ
る
。聖
夜
に

捧
げ
る
曲
と
し
て
、『
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス

マ
ス
』『
き
よ
し
こ
の
夜
』
な
ど
の
ク
リ
ス

マ
ス
・
ソ
ン
グ
も
並
び
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
を
一
層
清
ら
か
な
雰
囲
気
に
包
み

込
む
だ
ろ
う
。

　

何
百
年
も
前
か
ら
、
人
々
は
抗
し
が
た

い
苦
難
を
前
に
、
祈
り
を
捧
げ
て
乗
り
越

え
よ
う
と
し
て
き
た
。筆
者
は『
ア
ヴ
ェ・マ

リ
ア
』を
聴
く
と
、
い
つ
も
心
に
明
る
い
陽

光
が
差
し
込
む
。大
変
な
災
禍
に
あ
っ
た

一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
砂
川
の
優
し

く
美
し
い
歌
声
を
聴
き
、
光
り
輝
く
来
年

に
向
け
て
心
癒
さ
れ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

（
文　

金
子
真
由
）

[ソプラノ]砂川涼子
[ピアノ]河原忠之
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
カッチーニ:アヴェ･マリア／モーツァルト:アヴェ･マリア、
主をほめたたえよ「証聖者の荘厳な晩課 KV339」
より、アヴェ･ヴェルム･コルプス／トスティ:アヴェ･マリ
ア／バッハ=グノー:アヴェ･マリア／フォーレ:アヴェ･マ
リア、ピエ･イエス「レクイエム」より／プライズマン:ア
ヴェ･マリア／ビゼー:アヴェ･マリア／サン=サーンス:ア
ヴェ･マリア／アルカデルト:アヴェ･マリア／フランク:天
使のパン／ヘンデル:オンブラ･マイ･フ「セルセ」より、シ
オンの娘よ 大いに喜べ「メサイア」より／プッチーニ:
私の名はミミ「ラ･ボエーム」より／ヴェルディ:アヴェ･マ
リア「オテロ」より／さやかに星はきらめき／ホワイト･
クリスマス／きよしこの夜／星に願いを「ピノキオ」よ
り／いつか王子様が「白雪姫」より
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/19（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

[オルガン]大木麻理
-------------------------------------------------------------------
ジョーンズ：「もろびとこぞりて」による変奏曲 ★／リンク：モーツァルトの
「きらきら星変奏曲」による序奏、変奏曲とフーガ／フレンチのキャロル
（He is born,the Divine Christ Child／荒野の果てに）／ディズ
ニー ジュエリー ボックス ★（星に願いを／ミッキーマウス・マーチ／ハイ・
ホオ／いつか王子様が／スーパーカリフラジリスティクエクスピアリドー
シャス／ビビディ・バビディ・ブー／アンダー・ザ・シー／ホール・ニュー・ワー
ルド／レットイットゴー／小さな世界）／レーガー：きよしこの夜 ★クリスマ
スメドレー ★（神の御子は今宵しも／ホワイト・クリスマス／赤鼻のトナカ
イ／サンタクロースがやって来た）／バッハ：トッカータとフーガ　ニ短調、
主よ人の望みの喜びよ ★プロジェクションマッピング付き
-------------------------------------------------------------------
2020.12/21（月） 2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。※2時公演：3歳以上の静かにご
鑑賞いただけるお子様からご入場可能です。※7時公演：4歳以上のお子様
からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

[オルガン]冨田一樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ：ピエスドルグ ト長調 BWV572／ボエ
ルマン：ノートルダムの祈り／J.クラーク：トランペッ
ト･ヴォランタリー／カッチーニ：アヴェ･マリア／バッ
ハ=グノー：アヴェ･マリア／シューベルト：アヴェ･マ
リア／J.S.バッハ：我が魂は主をあがめ BWV733
／J.S.バッハ：G線上のアリア BWV1068-2／
J.S.バッハ：前奏曲とフーガ ハ長調 BWV547
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/5（土）
2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 各2,200円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホール Christmas Selection 2020聖夜を彩るザ・シンフォニーホールの豪 華コンサート

砂
川
の
歌
声
や
表
情
が
、
観
客
に
物
語
の

枠
を
超
え
て
人
間
の
リ
ア
ル
な
心
情
を
訴

え
る
。本
公
演
で
は
、
オ
ペ
ラ
で
培
っ
た
豊

か
な
表
現
力
で
、ど
の
よ
う
な『
ア
ヴ
ェ・マ

リ
ア
』
の
世
界
観
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か

期
待
が
ふ
く
ら
む
。

　

今
回
選
曲
さ
れ
た
９
曲
の『
ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア
』は
、
天
上
の
煌
め
き
を
表
す
よ
う
な

バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
、荘
厳
な
雰
囲
気
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
、
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
ト

ス
テ
ィ
、
現
代
曲
で
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う

な
プ
ラ
イ
ズ
マ
ン
な
ど
の
作
曲
家
の
作
品

や
、
16
世
紀
の
作
曲
家
ア
ル
カ
デ
ル
ト
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
元
に
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で

改
編
さ
れ
た
楽
曲
な
ど
、
名
曲
中
の
名
曲

か
ら
珍
し
い
曲
ま
で
が
並
ぶ
。
こ
れ
ま
で

世
界
中
の
作
曲
家
た
ち
は
、
聖
母
マ
リ
ア

様
に
祝
福
を
さ
さ
げ
、
人
々
へ
の
恵
み
と

加
護
を
乞
う
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」の
歌
詞

に
、
祈
り
の
旋
律
を
捧
げ
て
き
た
。各
々
の

国
柄
が
漂
い
、
当
時
の
人
々
の
様
子
を
想

像
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
聴
き
比
べ
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。砂
川
は
、

　
〝
超
絶
シ
リ
ー
ズ
〞は
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誇
る

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
、
華
麗
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
が
融
合
し
た
大
人
気
企
画
だ
。本
シ
リ
ー
ズ
が
年
末
に

新
た
に
取
り
上
げ
る
の
は
、キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
う「
ク
リ

ス
マ
ス・キ
ャ
ロ
ル
」。
ラ
テ
ン
語
が
多
か
っ
た
聖
歌
の
中
で
、

母
語
で
歌
詞
が
付
け
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
は
、
子
ど
も
で
も
歌

え
て
市
井
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
温
か
み
あ
る

メ
ロ
デ
ィ
を
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
味
わ
う
ひ
と
時
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
思
わ
せ
る
。今
回
は
、「
荒

野
の
果
て
に
」な
ど
フ
レ
ン
チ
の
キ
ャ
ロ
ル
の
ほ
か
、定
番
の

ク
リ
ス
マ
ス・ソ
ン
グ
も
多
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

ジ
ュ
エ
リ
ー 

ボ
ッ
ク
ス
」
と
題
さ
れ
た
あ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
群
。

「
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
」や「
星
に
願
い
を
」、「
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
」が
、オ
ル
ガ
ン
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
変
わ
る
の
か
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
頂
き
た
い
。

　

次
か
ら
次
へ
と
オ
ル
ガ
ン
や
壁
面
に
登
場
す
る
、
冬
景
色

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
鮮
や
か
な
色
合
い
の
映

像
と
、
世
代
を
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
音
楽
で
心
躍
る
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ホ
ー
ル
の
正
面
に
構
え
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
象

徴
と
な
っ
て
き
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
。
３
７
３
２
本
の
パ
イ

プ
を
様
々
に
組
み
合
わ
せ
、
ま
る
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
く

よ
う
な
多
彩
な
音
色
を
作
り
出
す
。低
く
身
体
の
芯
に
響
く

よ
う
な
音
、
き
ら
き
ら
と
宙
を
舞
う
よ
う
な
音
、
口
笛
を
吹

く
よ
う
な
音
。七
色
の
歌
声
を
持
つ
こ
の
巨
大
な
楽
器
が
、

皆
様
に
聖
夜
に
ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
す
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
オ
ル
ガ
ン
曲
を
意
味
す
る
「
ピ
エ
ス
ド
ル

グ
」は
、
ま
さ
に
七
色
の
音
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
一
曲
。結
婚

式
で
も
使
用
さ
れ
る「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
」

は
華
や
か
さ
と
荘
厳
さ
を
併
せ
持
ち
、
気
分
が
高
揚
す
る
。

い
ず
れ
も
聴
き
な
じ
み
の
あ
る
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
、
グ
ノ
ー
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
や
ボ
エ
ル
マ
ン
の

「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
へ
の
祈
り
」は
、
聖
夜
ら
し
い
敬
虔
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
ホ
ー
ル
中
を
包
み
込
む
「
G
線
上
の

ア
リ
ア
」の
メ
ロ
デ
ィ
は
心
に
深
く
沁
み
こ
む
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
演
奏
す
る
の

は
、
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
日
本
人

初
の
優
勝
を
飾
っ
た
冨
田
一
樹
。彼
な
ら
で
は
の
、
前
奏
曲

と
フ
ー
ガ 

ハ
長
調
も
聴
き
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
弾
き
手
や
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
ま
っ

た
く
異
な
る
音
色
を
発
す
る
。残
響
2
秒
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
と
冨
田
に
よ
る
、
こ
こ
で
し
か
作
る
こ
と
の
で

き
な
い
音
楽
を
、ぜ
ひ
聴
き
に
き
て
ほ
し
い
。

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

ザ・シンフォニーホール

超絶の
クリスマス･

キャロル

クリスマス
オルガンコンサート

2020発売中

発売中

発売中

©Yoshinobu Fukaya
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宮
崎
駿
や
北
野
武
の
映
画
作
品
で
お

な
じ
み
の
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
・
久

石
譲
。国
立
音
楽
大
学
の
作
曲
科
で
学
ん

だ
彼
は
、「
学
生
当
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
前
衛
音
楽
に
ば
か

り
夢
中
に
な
っ
て
い
た
」が
、
い
つ
し
か
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
偉
大
さ
を
意
識
し
始
め

た
と
い
う
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
指

揮
者
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
て
以
来
、
こ
の
分

久石 譲
コンサート2020

in
ザ・シンフォニーホール

世界の久石が、
関西で繰り広げる音楽革命
その序曲が鳴りはじめる！

大
阪
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る

〝
新
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
〟

曲
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。
だ
が
、
久

石
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
私
は
常
々
、
作

曲
家
＆
指
揮
者
と
し
て
、過
去
、現
代
、未

来
に
繋
が
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
在
り
方

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。作
曲
家
の
視
点
か
ら
ス
コ
ア
を
見
直

し
て
現
代
の
解
釈
と
し
て
演
奏
す
る
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聴
き
な
れ
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
が
ち
ょ
っ
と
違
う
最
新
の
音

楽
に
な
る
と
思
う
の
で
す
」と
コ
メ
ン
ト
。

　

さ
ら
に
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
古
典
芸

能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。過
去
か
ら
未
来
に

繋
が
り
、
時
代
と
共
に
解
釈
が
変
わ
っ
て

い
く
。
そ
う
い
う
演
奏
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。大
阪
の
お
客
様
が
心

か
ら
応
援
し
た
く
な
る
よ
う
な
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
目
指
し
ま
す
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

今
後
は
関
西
発
信
の
新
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
‼

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

[指揮]久石 譲
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モーツァルト：交響曲 第40番 ト短調 Ｋ.550
久石 譲：新作「I want to talk to you（弦楽バージョン）」
モーツァルト：交響曲 第41番 ハ長調 K.551「ジュピター」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/23（水） 7:00PM
S 8,900円　A 7,900円　B 6,900円 （税込）
[お問合せ]リバティ・コンサーツ 06-7732-8771
[主催]キョードー

ザ・シンフォニーホール Christmas Selection 2020

野
で
の
活
躍
の
場
を
着
々
と
広
げ
、ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
何
度
も

指
揮
台
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通

り
。
そ
し
て
こ
の
度
、
２
０
２
１
年
４
月

よ
り
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
首

席
客
演
指
揮
者
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定

し
、
直
前
の
今
年
12
月
に
行
わ
れ
る
の
が

今
回
の
公
演
と
い
う
訳
だ
。

　

就
任
に
際
し
て
彼
は
、「
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
で
、

と
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
素
晴
ら
し
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

楽
団
で
こ
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
い
た

だ
く
の
は
大
変
光
栄
な
こ
と
で
す
」
と
意

気
込
ん
で
お
り
、
斬
新
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
作
品
解
釈
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

今
回
前
半
に
演
奏
さ
れ
る
の
は
、
久
石

の
新
曲
「
Ｉ 

ｗ
ａ
ｎ
ｔ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ａ
ｌ
ｋ　

ｔ
ｏ 

ｙ
ｏ
ｕ
」。現
時
点
で
ど
ん
な
作
品
な

の
か
は
不
明
だ
が
、
彼
の
魅
力
で
あ
る
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
優
美
な
歌
心
が
ど
の
よ

う
に
発
揮
さ
れ
る
か
に
注
目
。
し
か
も
今

回
は
弦
楽
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
形
で
披
露
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
流
麗
で
幽
玄
な
旋
律
美
を

心
ゆ
く
ま
で
味
わ
い
た
い
。

　

続
く
後
半
の
演
目
に
選
ば
れ
た
の
が
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第
41
番
「
ジ
ュ

ピ
タ
ー
」。天
才
ア
マ
デ
ウ
ス
が
最
後
に
残

し
た
交
響
曲
に
あ
た
り
、
４
つ
の
楽
章
に

あ
ふ
れ
る
荘
厳
で
輝
か
し
い
曲
想
は
、
晩

年
の
彼
が
苦
し
ん
で
い
た
病
や
貧
困
と
は

無
縁
の
完
全
無
欠
さ
。
ロ
ー
マ
神
話
の
最

高
神
を
意
味
す
る「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」の
副
題

に
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
傑
作
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
世
界
各
地
で
現
在
も
演
奏
と
録
音

が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
演
奏
困
難
な
難

発売中

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp
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日本センチュリー交響楽団　
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
や
『
イ
ン

デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』の
テ
ー
マ
と
い
っ

た
映
画
音
楽
の
名
曲
が
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
荘
厳
な
響
き
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
華
麗
な
映
像
で

堪
能
で
き
る
人
気
企
画
〝
超
絶
シ
リ
ー

ズ
〞。

　

２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
り
、
チ
ケ
ッ

ト
完
売
が
続
く
こ
の〝
超
絶
シ
リ
ー
ズ
〞

に
新
た
に
加
わ
る
の
が
「
超
絶
の
魔
女

の
宅
急
便
―
ジ
ブ
リ
映
画
名
曲
選
―
」

だ
。
こ
こ
数
年
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
懐
か
し
の
映
画
音
楽
を
題
材
に

し
た
公
演
が
人
気
を
集
め
て
い
る
が
、

日
本
人
に
最
も
親
し
み
や
す
い
映
画
音

楽
と
い
え
ば
、
宮
崎
駿
監
督
率
い
る
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
映
画
を
彩
る

珠
玉
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

来
年
80
歳
に
な
る
宮
崎
監
督
は
、
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
の『
ル
パ
ン
三
世
』の
第
１

シ
リ
ー
ズ
（
１
９
７
１
〜
72
年
）で
頭

角
を
表
し
、ア
ニ
メ
映
画『
ル
パ
ン
三
世　

カ
リ
オ
ス
ト
ロ
の
城
』（
79
年
）で
映
画

監
督
デ
ビ
ュ
ー
。

　

そ
の
後
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』（
84

年
）で
注
目
を
集
め
、
85
年
の
ス
タ
ジ

オ
ジ
ブ
リ（
ア
ニ
メ
制
作
会
社
）設
立
後

は『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』（
88
年
）や『
魔

女
の
宅
急
便
』（
89
年
）、『
も
の
の
け
姫
』

（
97
年
）と
い
っ
た
国
民
的
大
ヒ
ッ
ト
を

連
発
し
、
日
本
の
ア
ニ
メ
界
を
支
え
る

Review プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶の魔女の宅急便 －ジブリ映画名曲選－

存
在
に
。『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』（
01

年
）は
03
年
に
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
長

編
ア
ニ
メ
賞
を
獲
得
。世
界
が
認
め
る

映
像
作
家
の
地
位
を
獲
得
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、日
本
は
も
と
よ
り
、

世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
ジ
ブ
リ
の

作
品
群
だ
が
、
そ
れ
ら
の
名
場
面
を
盛

り
上
げ
る
楽
曲
の
数
々
が
作
品
の
質
を

さ
ら
に
高
め
て
い
る
こ
と
に
異
論
の
余

地
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
か
ら
『
風
立

ち
ぬ
』（
２
０
１
３
年
）ま
で
、約
20
年
に

わ
た
り
一
貫
し
て
ジ
ブ
リ
作
品
の
音
楽

を
手
掛
け
た
作
曲
家
の
久
石 

譲
は
12

月
６
日
で
70
歳
。武
満
徹
や
黛
敏
郎
か

ら
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
よ
う
な
英
国
の
ロ
ッ

ク
音
楽
に
至
る
ま
で
、
洋
邦
問
わ
ず
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
影
響
を
受
け
た
作
風

で
知
ら
れ
、
古
典
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
と
欧
米
の
ロ
ッ
ク
音
楽
や
ポ
ッ
プ
ス

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.5/1（土）
11：30AM／3：00PM／7：00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。※11時30分公演：0歳の
お子様からご入場可能です。乳幼児のお子様（お膝の上でも）も必
ず座席券をお求めください。※15時・19時公演：3歳以上の静かに
ご鑑賞頂けるお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

『魔女の宅急便』 海の見える街 ★
『崖の上のポニョ』 崖の上のポニョ
『となりのトトロ』 となりのトトロ、さんぽ
『千と千尋の神隠し』 いつも何度でも
『もののけ姫』 もののけ姫 ★
『風の谷のナウシカ』 ナウシカ・レクイエム ★
『ハウルの動く城』 人生のメリーゴーランド ★
『天空の城ラピュタ』 君をのせて ★
『千と千尋の神隠し』 あの夏へ ★
交響組曲「魔女の宅急便」
身代わりジジ～ジェフ、暴飛行の自由の冒険号～
おじいさんのデッキブラシ～デッキブラシでランデ
ブー　ほか　★プロジェクションマッピング付き
------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

PROGRAM

先行予約：11/19（木）　一般発売：11/22（日）

最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
映
画
音
楽
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず

を
滑
ら
か
に
融
合
さ
せ
る
手
腕
が
評
価

さ
れ
て
い
る
大
物
。

　

と
り
わ
け
、ジ
ブ
リ
の
作
品
群
で
は
、

そ
う
し
た
要
素
に
童
謡
や
唱
歌
で
感

じ
ら
れ
る
日
本
的
情
緒
を
色
濃
く
反

映
さ
せ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世

代
を
超
え
た
人
々
の
琴
線
に
触
れ
る
文

字
通
り〝
和
洋
折
衷
〞と
言
う
べ
き
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
紡
い
で
き
た
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
そ
う
し
た
名
曲

群
が
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
荘
厳
か
つ

多
彩
な
音
色
と
、
ジ
ブ
リ
作
品
を
思
わ

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
幻
想
的
な
映
像
に
よ
っ
て
新
た
な
輝

き
を
放
つ
。幅
広
い
世
代
に
向
け
、公
演

時
間
も
午
前
11
時
30
分
、午
後
３
時
、午

後
７
時
と
３
回
公
演
に
。間
違
い
な
く

新
た
な
発
見
が
あ
る
は
ず
だ
。

（
文　

産
経
新
聞
大
阪
本
社 

文
化
部
編

集
委
員 

岡
田
敏
一
）

大人気「超絶」シリーズ最新作！
ジブリの名曲が新たに輝き出す

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

－ジブリ映画名曲選－

超絶の
魔女の宅急便
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Interview ピアソラ生誕100年記念大型ツアー 三浦一馬（バンドネオン）東京グランド・ソロイスツ in 大阪 ピアソラ・ザ・ベスト

　

東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ロ
イ
ス
ツ（
以
下

Ｔ
Ｇ
Ｓ
）は
昨
年
、初
め
て
本
拠
地
・
東

京
を
離
れ
て
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
公
演
を
行
な
っ
た
。

　
「
濃
密
で
素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

Ｔ
Ｇ
Ｓ
初
の
遠
征
公
演
は
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、視
覚

的
に
も
聴
こ
え
て
く
る
音
も
本
拠
地
と

は
ま
っ
た
く
違
い
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

来
年
３
月
、Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
再
び
大
阪
に

戻
り
、
オ
ー
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
挑
む
。

　
「
今
ま
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
厳

選
し
た
曲
を
披
露
し
ま
す
。
本
拠
地
で

の
新
し
く
実
験
的
な
試
み
は
他
で
は
得

難
い
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に
深
い
と
こ

ろ
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
は
遠
征

公
演
な
ら
で
は
。
今
ま
で
我
々
が
演
奏

し
た
中
で
最
も
濃
い
も
の
に
な
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

　

ジ
ャ
ン
ル
や
垣
根
を
越
え
、多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
ピ
ア
ソ
ラ
の
音
楽
の
魅

力
を
こ
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
聴
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
！
ピ

ア
ソ
ラ
の
音
楽
は
タ
ン
ゴ
と
い
う
枠
に

収
ま
ら
ず
、タ
ン
ゴ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ

の
エ
ッ
セ
ン
ス
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

て
、多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
要
素
が

作
品
の
な
か
に
あ
り
、普
遍
的
で
す
。

彼
の
音
楽
は
心
の
奥
底
へ
ス
ト
レ
ー
ト

に
、本
能
に
訴
え
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
強
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

来
年
は
ピ
ア
ソ
ラ
生
誕
１
０
０
年
と

い
う
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
だ
。

　
「
土
臭
さ
、男
っ
ぽ
さ
、汗
臭
さ
…
そ

ん
な
本
家
本
元
の
ピ
ア
ソ
ラ
も
、
ヨ
ー

ヨ
ー
・
マ
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
あ
る
ピ
ア
ソ
ラ
も
、
ど
ち
ら
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
双
方
の
良
さ
を
ブ
レ
ン
ド
さ
せ

て
、新
し
い
ピ
ア
ソ
ラ
像
を
模
索
で
き

る
年
に
し
た
い
で
す
ね
」

　

Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
各
楽
器
の
首
席
は
、
キ
ン

テ
ー
ト（
五
重
奏
）の
メ
ン
バ
ー
だ
。

　
「
キ
ン
テ
ー
ト
の
形
を
ど
こ
ま
で
も

突
き
詰
め
、
そ
れ
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
生
ま
れ
た
の

が
Ｔ
Ｇ
Ｓ
な
の
で
す
」

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
活
動
を
行
な

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
何
な
の
か
？

三浦一馬率いる魅惑の室内オーケストラ

[バンドネオン]三浦一馬　[ソロ・ヴァイオリン]石田泰尚
[ピアノ]山田武彦　[コントラバス]黒木岩寿、髙橋洋太
[ギター]大坪純平　[パーカッション]石川 智　ほか
-------------------------------------------------------------------
ピアソラ：リベルタンゴ、ブエノスアイレスの冬、オブリヴィオン、ツィ
ガーヌ・タンゴ、アディオス・ノニーノ　ほか
-------------------------------------------------------------------
2021.3/13（土） 7:00PM
S 6,000円　A 5,000円 （税込）
[お問合せ]日本コロムビア株式会社 03-6895-9001
[主催]日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

先行予約：11/19（木）　一般発売：11/21（土）

間
違
い
な
く
今
ま
で
で

最
も
濃
い
演
奏
に
な
る

　
「
編
曲
を
し
て
い
る
と
、『
な
ぜ
始
め

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
』と
毎
年
思
わ

な
く
も
な
い
の
で
す
。
で
も
、
１
回
目

の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
初
め
て
音
を
聴
い

た
と
き
、
す
べ
て
が
報
わ
れ
ま
す
。
自

分
で
音
符
を
書
き
、自
分
で
指
定
し
た

サ
ウ
ン
ド
や
想
像
し
た
も
の
を
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
が
は
る
か
に
上
回
る

演
奏
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
今
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
と
誇
れ
る
瞬
間
で
す
」

　

三
浦
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
半
年

以
上
、舞
台
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

　
「
満
員
の
お
客
さ
ま
と
空
気
や
時
間

を
共
有
で
き
る
あ
の
喜
び
…
来
年
３
月

に
そ
れ
が
叶
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ん
な

に
楽
し
み
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早

く
弾
き
た
い
で
す
ね
！
」

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

三
浦一馬

（バンドネオン）

石
田
泰
尚

髙
橋
洋
太

山
田
武
彦

大
坪
純
平

黒
木
岩
寿

石
川 

智

ピアソラ生誕100年記念大型ツアー

東京グランド・ソロイスツ
in 大阪
ピアソラ・ザ・ベスト

Interview

©井村重人
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豊
か
な
四
季
と
自
然
に
育
ま
れ
、私

た
ち
の
原
風
景
と
し
て
歌
い
継
が
れ
る

日
本
の
唱
歌
や
童
謡
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
、
そ
の
数
々
を
届

け
て
き
た
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
人
気
公
演「
美
し
き
日
本
の
う
た
」

の
第
５
回
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
い

た
秋
か
ら
春
に
季
節
を
移
し
、
シ
リ
ー

ズ
に
初
め
て
ソ
プ
ラ
ノ
の
小
林
沙
羅
を

迎
え
て
贈
る
。

　

小
林
沙
羅
は
東
京
都
出
身
。
東
京

藝
術
大
学
大
学
院
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
留
学
し
、
ウ
ィ
ー
ン
と
ロ
ー
マ
で
研

鑽
を
積
ん
だ
。
２
０
０
６
年
、大
学
院

在
学
中
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し

「
井
上
道
義
の
上
り
坂
コ
ン
サ
ー
ト『
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
と
バ
ス
テ
ィ
エ
ン
ヌ
』」

の
バ
ス
テ
ィ
エ
ン
ヌ
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来
、東
京
芸
術
劇
場
シ
ア
タ
ー
オ

ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ
に『
イ
リ
ス
』の
芸
者
、

『
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
』の
リ
ュ
ー
、『
こ

う
も
り
』の
ア
デ
ー
レ
、『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ

ド
ウ
』の
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
と
次
々

に
出
演
。
人
気
、実
力
と
も
に
日
本
を

代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
へ
と
成
長
を
遂

げ
た
。
２
０
１
５
年
に
初
演
さ
れ
た
野

田
秀
樹
演
出
、井
上
道
義
指
揮『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』（
２
０
２
０
年
再
演
）で

は
ス
ザ
ン
ナ
役
と
し
て
全
国
10
都
市

14
公
演
に
出
演
。
関
西
で
も
大
き
な
注

目
を
集
め
た
ほ
か
、今
年
１
月
に
は
美

内
す
ず
え
の
コ
ミ
ッ
ク『
ガ
ラ
ス
の
仮

Review 美しき日本のうた「桜」

面
』の
劇
中
劇
を
オ
ペ
ラ
化
し
た『
紅

天
女
』で
ヒ
ロ
イ
ン
阿
古
夜（
紅
天
女
）

を
歌
い
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
シ
ー
ン
の
内
外

に
話
題
を
呼
ん
だ
。
昨
年
暮
れ
に
は
こ

こ
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
初

め
て
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
る「
ノ

エ
ル
」を
開
催
し
、多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

３
枚
目
の
Ｃ
Ｄ『
日
本
の
詩
』で
は

明
治
以
来
の
日
本
の
作
曲
家
に
よ
る

日
本
の
唱
歌
、歌
曲（
谷
川
俊
太
郎
に

詩
を
委
嘱
し
た
自
作
曲
も
含
む
）に
取

り
組
み
、高
い
評
価
を
収
め
て
い
る
。

小
林
沙
羅
は
今
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に

も
っ
と
も
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
手
と
言
え

る
か
も
知
れ
な
い
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
春
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
作
品
の
多
く
が
集
め
ら
れ
た
。
山

田
耕
筰
編
に
よ
る
日
本
古
謡『
さ
く
ら

さ
く
ら
』に
始
ま
り
、中
田
章
の『
早
春

賦
』、岡
野
貞
一
の『
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
』な

ど
、私
た
ち
に
遠
い
思
い
出
を
呼
び
起

こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
唱
歌
。
詩
人
で
も

あ
っ
た
評
論
家
の
加
藤
周
一
の
作
品

に
中
田
喜
直
、別
宮
貞
雄
と
い
う
作
曲

[ソプラノ]小林沙羅　[ピアノ]河野紘子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
日本古謡（山田耕筰編）：さくらさくら／山田耕筰：この道、赤とんぼ、たたえよ
しらべよ歌ひつれよ／中田章：早春賦／岡野貞一：おぼろづきよ／團伊玖磨：
はる、夕鶴より「与ひょう、私の大事な与ひょう」／小林秀雄：すてきな春に／中
田喜直：さくら横ちょう／別宮貞雄：さくら横ちょう／見岳章：川の流れのように
／中村八大：上を向いて歩こう／いずみたく：見上げてごらん夜の星を／平井
康三郎：幻想曲「さくらさくら」 ★／橋本國彦：舞　★ピアノソロ
----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.3/20（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

最
高
の
歌
唱
に
よ
る
日
本
の
名
歌
で

遠
い
記
憶
が
甦
る

家
が
曲
を
付
け
た
２
つ
の『
さ
く
ら
横

ち
ょ
う
』も
聴
き
も
の
だ
。
そ
し
て
そ

ん
な
中
に
置
か
れ
た
團
伊
玖
磨
の
オ

ペ
ラ『
夕
鶴
』よ
り
、つ
う
の
ア
リ
ア『
与

ひ
ょ
う
、私
の
大
事
な
与
ひ
ょ
う
』は
決

し
て
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
も
の
を
、強
く
訴
え
か
け
て
く
る

だ
ろ
う
。
中
村
八
大
の『
上
を
向
い
て

歩
こ
う
』や
、
い
ず
み
た
く
の『
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』と
い
っ
た
テ
レ

ビ
世
代
の
名
曲
が
採
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
も
楽
し
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
の
心
に
息
づ

き
愛
さ
れ
て
き
た
日
本
の
歌
が
、桜
の

季
節
に
甦
る
。
そ
れ
ら
は
小
林
沙
羅
の

最
高
の
歌
唱
を
得
て
、私
た
ち
の
心
を

鮮
や
か
に
彩
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
文　

逢
坂
聖
也
）

美しき
日本のうた

「桜」
あらゆる世代の人の心に

息づき、愛されてきた
春を彩る名曲群

©Nippon Columbia

©Nippon Columbia

ソ
プ
ラ
ノ 

小
林
沙
羅

発売中

15 Sinfonia
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東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
）の
人
気
企
画「
課
題
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」が
、大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲

だ
け
で
構
成
さ
れ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ

ン
サ
ー
ト
だ
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
は
、
す
で
に
１
９
８
０
年

代
に
は
課
題
曲
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

し
て
い
た
。
だ
が
、過
去
の
名
課
題
曲

な
ど
も
含
む
、本
格
的
な「
コ
ン
サ
ー

ト
」形
式
に
な
っ
た
の
は
、大
井
剛
史
の

正
指
揮
者
就
任
後
、
２
０
１
７
年
以
降

の
こ
と
だ
。

　

し
か
も
、
プ
ロ
吹
奏
楽
団
が
そ
の
年

の
課
題
曲
を
演
奏
す
る
、
ほ
ぼ
最
初
の

機
会
と
あ
っ
て
、毎
年
、チ
ケ
ッ
ト
が
完

売
す
る
人
気
ぶ
り
。
マ
エ
ス
ト
ロ
大
井

に
よ
る
解
説
も
大
好
評
だ
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
は
、毎
年
、主
催

Review 東京佼成ウインドオーケストラ Presents 課題曲コンサート2021＠大阪公演 ～往年の名曲とともに～

者
か
ら
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の「
参
考
演
奏
」

が
頒
布
さ
れ
る
。
演
奏
は
、Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ

と
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
が
２
年
ず

つ
交
代
で
担
当
し
て
い
る
。
今
回
演

奏
さ
れ
る
来
年
度（
２
０
２
１
年
度
）の

課
題
曲
は
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と

な
っ
た
２
０
２
０
年
度
の
課
題
曲
が
そ

の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
お
り
、「
参
考
演

奏
」は
、Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
だ
っ
た
。
そ
れ
を

今
回
は
、Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
が
ラ
イ
ブ
で
演
奏

す
る
わ
け
で
、ま
さ
に
、東
西
２
大
プ
ロ

吹
奏
楽
団
に
よ
る
競
演
の
よ
う
な
お
も

む
き
が
あ
る
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
魅
力
は
、最
新

課
題
曲
の
み
な
ら
ず
、
リ
ク
エ
ス
ト
を

も
と
に
し
た
過
去
の
名
課
題
曲
が
演
奏

さ
れ
る
点
に
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
今
回
は
、課
題
曲
人
気
投

票
で
必
ず
上
位
に
入
る
１
９
８
７
年
度

の
名
曲《
風
紋
》が
演
奏
さ
れ
る
。
作
曲

者
で
日
本
音
楽
界
の
重
鎮
、保
科
洋
は
、

Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
創
立
60
年
の
記
念
委
嘱
作
品

《
交
響
曲
第
３
番
》を
発
表
し
た
ば
か
り

で
あ
る
。
岡
山
大
学
交
響
楽
団
を
日
本

有
数
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
育
て
た

ほ
か
、兵
庫
教
育
大
学
で
も
長
く
教
鞭

を
と
っ
た
、関
西
に
は
な
じ
み
の
深
い

作
曲
家
だ
。

　

ま
た
、今
回
は
さ
ら
に
ボ
ー
ナ
ス

企
画
が
あ
る
。
２
０
２
１
年
に
生
誕

１
０
０
年
を
迎
え
る〝
吹
奏
楽
の
神
様
〞

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
リ
ー
ド（
１
９
２
１
〜

２
０
０
５
）の
名
曲
群
か
ら
、課
題
曲
と

[指揮]大井剛史　[吹奏楽]東京佼成ウインドオーケストラ
------------------------------------------------------------------------
2021年度 全日本吹奏楽コンクール課題曲（全曲）（平山雄一：トイズ・パレード／
佐藤信人：龍潭譚／宮川彬良：僕らのインベンション／宮下秀樹：吹奏楽のための
「エール・マーチ」／尾方凜斗：吹奏楽のための「幻想曲」－アルノルト・シェーンベル
ク讃）／～祝・アルフレッド・リード生誕100周年～（音楽祭のプレリュード／シンフォ
ニック・プレリュード）／～みなさまのリクエストから～（田坂直樹：マーチ「プロヴァン
スの風」／鵜沢正晴：イリュージョン／保科 洋：風紋）　ほか
------------------------------------------------------------------------
2021.2/15（月） 7:00PM
一般 3,500円　学生（高校生以下） 2,500円 （税込）
[お問合せ]東京佼成ウインドオーケストラ事務局 03-5341-1155
[主催]佼成文化協会 東京佼成ウインドオーケストラ／ザ・シンフォニーホール
先行予約：12/3（木）　一般発売：12/7（月）

「
課
題
曲
」だ
け
で
構
成
さ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
！

し
て
採
用
さ
れ
た
２
曲
が
演
奏
さ
れ
る

の
だ
。
と
も
に
昭
和
40
年
代
、日
本
の

吹
奏
楽
が
隆
盛
の
道
を
辿
り
始
め
た
時

期
を
象
徴
す
る
、思
い
出
の
課
題
曲
と

あ
っ
て
、オ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ン
に
は
絶
好

の
贈
り
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
、
す
で
に
過
去
５
年
に
わ

た
っ
て
大
阪
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

て
人
気
と
な
っ
て
い
る
が
、「
課
題
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」は
、初
め
て
で
あ
る
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
、関
西
の
吹
奏
楽
フ
ァ
ン

に
も「
課
題
曲
」だ
け
で
魅
力
的
な
コ
ン

サ
ー
ト
が
成
立
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。                        〈
敬
称
略
〉

（
文　

富
樫
鉄
火
／
音
楽
ラ
イ
タ
ー
）

東京佼成ウインドオーケストラ
課題曲
コンサート
2021

東京での公演は全席完売の人気企画
日本トップクラスの演奏で、2021年度課題曲を全曲披露！

©Atsushi Yokota

©K.Miura 指
揮 

大
井
剛
史

～往年の名曲とともに～

Presents
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チケット完売ながら延期となった大好評企画
振替公演がいよいよ実現！

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[QUEEN] I WAS BORN TO LOVE YOU★／WE WILL ROCK YOU／DON'T STOP ME 
NOW／BOHEMIAN RHAPSODY★ [ABBA] MAMMA MIA★／DANCING QUEEN★／
VOULEZ VOUS★／LAY ALL YOUR LOVE ON ME  ★プロジェクションマッピング付き
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.4/24（土） 2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。 ※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶のボヘミアン・ラプソディQUEEN×ABBA

P I C K  U P  C O N C E R T

　
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」と
い
っ
た
有
名
な

映
画
音
楽
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
荘
厳
な

響
き
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
華
麗
な
映
像
世
界
で
堪
能
で
き
る
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
毎
夏
恒
例
の
人

気
コ
ン
サ
ー
ト
「
超
絶
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
」だ
が
、
来
春
、
お
送
り
す
る
の
は
、
一
昨

年
、
全
世
界
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
洋
画
『
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』
で
お
な
じ
み
の
英

バ
ン
ド
、
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ポ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
ヒ
ッ
ト

曲
で
綴
る
「
超
絶
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ

デ
ィ 

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
」
だ
。
チ

ケ
ッ
ト
は
完
売
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
一
旦
中
止
に
。

開
演
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
８
０
年
代
に
大
活

躍
し
た
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
。
意
外

な
組
み
合
わ
せ
に
思
う
が
、
実
は
意
味
が

あ
る
の
だ
。
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
は
、
ブ
ル
ー
ス

と
い
っ
た
米
黒
人
音
楽
で
は
な
く
、
欧
州

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
の
影
響
を

多
分
に
受
け
て
い
た
。
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
も
同
じ

で
、
代
表
曲「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
」（
１
９
７
６
年
）は
一
聴
す
る
と
普
通
の

ポ
ッ
プ
曲
だ
が
、
オ
ペ
ラ
の
影
響
も
感
じ
ら

れ
る
。
今
回
の
公
演
で
は
、
欧
州
の
ロ
ッ
ク

音
楽
や
ポ
ッ
プ
ス
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と

の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
明
ら
か
に

な
る
と
共
に
、
互
い
の
持
ち
味
が
新
た
な
形

で
楽
し
め
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
両
者
の

ヒ
ッ
ト
曲
に
隠
さ
れ
た
真
の
魅
力
を
わ
れ

わ
れ
に
伝
え
て
く
れ
る
。

（
文　

産
経
新
聞
大
阪
文
化
部 

編
集
委
員 

岡
田
敏
一
）

先行予約：11/19（木）
一般発売：11/22（日）

　

チ
ェ
リ
ス
ト
の
荒
庸
子
が
愛
し
て
や
ま

な
い
映
画
音
楽
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
組
み
合

わ
せ
、
音
楽
フ
ァ
ン
が
コ
ア
な
部
分
を
楽
し

み
な
が
ら
他
ジ
ャ
ン
ル
に
も
触
れ
ら
れ
る

「
珠
玉
の
シ
ネ
マ
名
曲
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」。
早
春
恒
例
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
で
、７
回

目
の
開
催
を
迎
え
る
。

　

今
回
は
、
２
０
２
０
年
７
月
に
91
歳
で
逝

去
し
た
映
画
音
楽
の
巨
匠 

エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ

コ
ー
ネ
の
至
高
の
映
画
音
楽
を
中
心
と
し
た

曲
目
が
並
ぶ
。
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
の
み
な
ら

ず
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
映
画『
ニ
ュ
ー
・

シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』よ
り「
愛
の
テ
ー
マ
」

や
、『
海
の
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』よ
り「
愛
を
奏

で
て
」
な
ど
の
名
曲
は
こ
れ
ま
で
も
披
露
し

続
け
て
き
た
が
、
今
回
は
ひ
と
し
お
の
美
し

さ
と
感
慨
を
湛
え
て
聴
き
手
の
心
に
届
い
て

い
く
だ
ろ
う
。

　

セ
リ
フ
の
代
わ
り
に
メ
ロ
デ
ィ
で
感
情
の

動
き
を
表
現
し
、
観
る
も
の
を
感
動
さ
せ
る

映
画
音
楽
。「
音
楽
の
パ
ワ
ー
は
と
て
も
大
き

い
」と
語
る
荒
は
、
他
に
も『
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
』や『
マ
レ
ー
ナ
』の
テ
ー
マ
曲
も
演
奏

す
る
の
で
楽
し
み
だ
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
進
化
を
続
け
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
い
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
共
演
す

る
ピ
ア
ニ
ス
ト 

山
田
武
彦
も
７
年
連
続
の

出
演
と
な
る
。
こ
の
二
人
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
る
ア
レ
ン
ジ
、
ア
ド
リ
ブ
演
奏
が
毎
回

お
客
様
の
心
を
掴
む
こ
と
も
人
気
の
ポ
イ

ン
ト
。
チ
ェ
ロ
の
甘
く
、
と
き
に
切
な
く
な

る
よ
う
な
心
地
よ
い
音
色
に
身
を
ゆ
だ
ね
、

思
い
出
の
音
楽
に
想
い
を
寄
せ
る
…
穏
や
か

に
、
そ
し
て
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
夜
の

ひ
と
と
き
を
存
分
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

巨匠モリコーネの映画音楽をチェロの音で
クラシックにも触れられる恒例リサイタル

[チェロ]荒 庸子　[ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モリコーネ：『ニュー･シネマ･パラダイス』より「愛のテーマ」、『海の上のピアニスト』より「愛を奏で
て」、『ミッション』より「ガブリエルのオーボエ」、『ワンス･アポン･ア･タイム･イン･アメリカ』よりテー
マ曲、『アンタッチャブル』よりテーマ曲、『マレーナ』よりテーマ曲／パラディス：シシリアーノ／
シューマン：『子供の情景』より「トロイメライ」／サン=サーンス：白鳥／ブルッフ：コル･ニドライ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.2/12（金） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

荒 庸子 チェロ･リサイタル 2021 珠玉のシネマ名曲SELECTION Vol.7 モリコーネに思いをよせて

発売中
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聴く者にまたとない喜びの時間を約束する
神業ともいえるようなバッハ独特の響き

[オルガン]冨田一樹
-----------------------------------------------------------------------------------
前奏曲とフーガ イ短調 BWV543／おお人よ、汝の罪の大いなるを嘆け BWV622／「マ
ルチェッロのアダージョ」（オーボエ協奏曲より第2楽章）BWV974-2／前奏曲とフーガ ハ
長調 BWV531／トリオ ニ短調 BWV583／主よ、人の望みの喜びよ BWV147／パッサ
カリア ハ短調 BWV582
-----------------------------------------------------------------------------------
2021.2/27（土） 7:00PM
全席指定2,200円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

冨田一樹（バッハ国際コンクール優勝） バッハ名曲決定版2021

P I C K  U P  C O N C E R T

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

発売中

　

ホ
ー
ル
を
揺
る
が
せ
て
壮
麗
に
鳴
り
渡

る
オ
ル
ガ
ン
。
２
０
１
６
年
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
で
行
わ
れ
た
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

の
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
、
日
本
人
初
の
優
勝
者

と
な
っ
た
冨
田
一
樹
に
よ
る
「
バ
ッ
ハ
名
曲

決
定
版
」
が
２
０
２
１
年
２
月
に
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
は
今
年
３
月
に
予
定
さ
れ
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

に
な
っ
て
い
た
公
演
を
再
企
画
し
た
も
の

で
、フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
、そ
し
て
冨
田
自
身

に
と
っ
て
も
ま
さ
に「
待
望
の
」と
呼
べ
る
コ

ン
サ
ー
ト
だ
。

　

曲
目
は
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
が
20
代
か
ら
30

代
に
か
け
て
、オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、作
曲
家
と
し

て
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
時
期
の
作

品
を
厳
選
し
た
も
の
。
合
唱
音
楽
と
し
て
も

有
名
な『
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
』や
マ

ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
を
編
曲
し

た
『
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
』
な
ど
、

親
し
み
易
い
作
品
に
も
触
れ
な
が
ら
、
終
曲

の
『
パ
ッ
サ
カ
リ
ア 

ハ
短
調
』
で
は
神
業
と

も
い
え
る
よ
う
な
バ
ッ
ハ
独
特
の
響
き
へ
と

た
ど
り
着
く
。
低
音
主
題
の
反
復
の
上
を
右

手
、左
手
の
各
声
部
が
駆
け
巡
り
、や
が
て
巨

大
な
フ
ー
ガ
が
幾
重
に
も
連
な
る
よ
う
に
展

開
さ
れ
て
ゆ
く
様
は
、
冨
田
自
身
の
バ
ッ
ハ

へ
の
深
い
敬
愛
と
理
解
に
支
え
ら
れ
て
、
聴

く
者
に
ま
た
と
な
い
喜
び
の
時
間
を
約
束
す

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

冨
田
が
「
こ
れ
を
弾
く
こ
と
は
い
つ
も
楽

し
み
」と
語
る
ス
イ
ス
、ク
ー
ン
社
製
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
。
そ
の
音
色
を
駆
使
し
な
が

ら
、
若
き
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
が
満
を
持
し
て
放

つ
新
時
代
の
バ
ッ
ハ
演
奏
に
期
待
し
た
い
。

（
文　

逢
坂
聖
也
）

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
取
り
巻
く
巨
大
な

空
間
に
眩
い
ば
か
り
の
星
々
が
現
れ
、
あ
の

有
名
な
イ
ン
ト
ロ
に
乗
っ
て
、
客
席
は
一
気

に
宇
宙
空
間
へ
迷
い
込
む
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
大
人
気

〝
超
絶
シ
リ
ー
ズ
〞の
初
作
と
し
て
、
世
代

を
問
わ
ず
ご
好
評
頂
い
て
き
た
「
超
絶
の
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」が
、全
曲
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
再
び
登
場
！
表
題
作
の
ほ
か
、「
イ

ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」、「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
」、「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア

ン
」な
ど
、巨
匠
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が

手
掛
け
た
映
画
音
楽
を
盛
り
だ
く
さ
ん
で

お
届
け
す
る
。
演
奏
は
、
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ

国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初

の
優
勝
を
果
た
し
た
大
木
麻
理
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
の
重
厚
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
名

曲
の
数
々
と
、
大
木
の
奏
で
る
荘
厳
な
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
の
奇
跡
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
大

の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
め
く
る
め
く
映
画
の
世

界
が
眼
前
に
広
が
る
。
宇
宙
の
旅
、
大
航

海
、
恐
竜
の
世
界
に
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

物
語
を
五
感
で
楽
し
め
る
、
ま
さ
に
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
４
歳

以
上
か
ら
ご
入
場
頂
け
る
の
で
、
遊
園
地

に
行
く
よ
う
に
家
族
で
出
か
け
る
の
に
も

ぴ
っ
た
り
だ
。

　

宇
宙
船
に
も
魔
法
列
車
に
も
な
る
「
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
号
」
で
行
く
約
60
分

の
興
奮
と
感
動
の
大
冒
険
、
童
心
に
帰
っ
て

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

あの名曲とともに、めくるめく映画の世界へ

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
「インディ･ジョーンズ」より レイダース･マーチ／「ハリー･ポッター」より メドレー★～プロローグ – ハ
リーの不思議な世界 – ヘドウィグのテーマ～／「E.T.」より フライング･テーマ／「ジョーズ」より メイ
ン･タイトル／「ジュラシック･パーク」より テーマ★／「スター･ウォーズ」より メドレー ★～メイン･タイ
トル – 帝国のマーチ – レイア姫のテーマ – 王座の間とフィナーレ～／「バック･トゥ･ザ･フューチャー」
よりテーマ★／「パイレーツ･オブ･カリビアン」より メドレー★　★プロジェクションマッピング付き
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.1/30（土） 2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333  [主催]ザ･シンフォニーホール

プロジェクションマッピング×パイプオルガン 新 超絶のスター･ウォーズ

発売中
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第
６
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
に
相
応
し
く
華
や
か
な
オ
ペ

ラ
の
名
ア
リ
ア
や
、
気
品
と
美
し
さ
に
充
ち

た
バ
レ
エ
で
始
ま
り
ま
す
。

　

今
回
メ
イ
ン
を
務
め
る
バ
レ
リ
ー
ナ
の
針

山
愛
美
は
、
パ
リ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
銀
メ
ダ

ル
ほ
か
、
国
際
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
、
ボ
ス
ト
ン
バ
レ
エ
団
や
ベ

ル
リ
ン
国
立
バ
レ
エ
団
で
活
躍
し
て
き
た
バ

レ
エ
界
の
ミ
ュ
ー
ズ
。
ま
た
、
相
手
役
に
前

回
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

４
位
の
脇
塚 

優
が
登
場
。
彼
ら
の
華
麗
な

身
体
表
現
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
と

も
に
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
に
相
応
し
い
、
ノ
ー
ブ
ル

な
円
舞
曲
「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
は
宮
殿

の
中
の
舞
踏
会
の
よ
う
に
華
や
か
で
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
の
グ
ラ
ズ
ノ
フ
に

よ
る
バ
レ
エ
の
不
朽
の
名
作「
ラ
イ
モ
ン
ダ
」

は
、
美
し
い
ラ
イ
モ
ン
ダ
姫
と
婚
約
者
ジ
ャ

ン
・
ド
・
ブ
リ
エ
ン
ヌ
の
恋
物
語
。「
カ
ン
パ

ニ
ー
で
こ
ぼ
こ
」
が
躍
動
す
る
身
体
美
で
魅

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
と
歌
曲
は
イ
タ
リ
ア
や

ロ
シ
ア
で
認
め
ら
れ
た
平
井
富
司
子
ほ
か
、

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
歌
手
達
が
プ
ッ

チ
ー
ニ
か
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ま
で
の
名
作
を

歌
い
つ
ぎ
、
様
々
な
国
の
人
類
愛
の
姿
を
歌

で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
で
オ
ペ
ラ
・
バ
レ

エ
を
指
揮
し
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
の
共
演
も
続
く
守
山
俊
吾
と
、
毎
年
恒
例

の
特
別
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
、

お
正
月「
三
が
日
」の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

2021年は「バレエ」と
「オペラ」で幕開け！

横浜が生んだ硬派ヴァイオリニストが
端正ながら力強く情熱的な演奏で魅了する！

[ヴァイオリン]石田泰尚　[ピアノ]山中惇史
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ドヴォルザーク:ヴァイオリンとピアノのためのソナチネ ト長調 op.100 B.183／フランク:ヴァイオ
リン･ソナタ FWV8 M8 イ長調／クライスラー:テンポ･ディ･メヌエット、シンコペーション、ウィーン
の小さな行進曲／ピアソラ:アディオス･ノニーノ、フラカナーパ、天使のミロンガ、現代のコンサート、
ル･グラン･タンゴ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.1/15（金） 7:00PM 【2020.6/13の振替公演】
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ･シンフォニーホール

[バレエ]針山愛美、脇塚 優、カンパニーでこぼこ
[ソプラノ]平井富司子、末廣亜矢子、九鬼桂子、中村あゆみ、中井祥子
[メゾソプラノ]星野隆子　[ピアノ]服部直士　[ヴァイオリン]井口華奈 ほか
[指揮]守山俊吾　[管弦楽]ニューイヤー祝祭オーケストラ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[バレエ]グラズノフ：ライモンダ／シュトラウス：美しき青きドナウ
[オペラ・アリア]プッチーニ：歌劇『トスカ』より「歌に生き、恋に生き」／ジョルダーノ：歌
劇『アンドレア・シェニエ』より「亡くなった母を」／モーツァルト：レチタティーヴォとアリ
ア「どうしてあなたを忘れられよう…心配しないで、愛する人よ」K. 505　ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.1/3（日） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 3,000円 （税込）
[お問合せ]ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067
[主催]国際交流協会

ニューイヤー祝祭コンサート2021 オペラアリアとバレエの饗宴

石田泰尚 ヴァイオリン・リサイタル 2020

P I C K  U P  C O N C E R T

　

剃
り
込
み
の
入
っ
た
坊
主
頭
に
サ
ン
グ

ラ
ス
と
い
う
ル
ッ
ク
ス
が
あ
ま
り
に
も
印
象

的
だ
が
、
そ
の
音
色
は
ま
さ
に
イ
メ
ー
ジ
通

り
の〝
力
強
い
硬
派
〞。
２
０
０
１
年
か
ら
神

奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

の
三
浦
一
馬
率
い
る
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ロ

イ
ス
ツ（
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て

も
お
な
じ
み
。
石
田
泰
尚
が
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
初
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
当

初
は
今
年
６
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
り
、
２
０
２
１
年
１
月

に
振
替
公
演
と
し
て
実
現
し
た
形
だ
！

　

共
演
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
作
曲
や
編
曲
で

も
活
躍
中
の
若
き
名
手
・
山
中
惇
史
。
前
半

に
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
ソ
ナ
チ
ネ
と
フ

ラ
ン
ク
の
ソ
ナ
タ
と
い
う
本
格
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
作
品
を
演
奏
し
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
で

も
度
々
取
り
上
げ
て
い
る
２
人
の
作
曲
家
の

魅
力
と
真
髄
を
存
分
に
披
露
。
続
く
後
半
で

は
、
音
符
が
優
美
に
踊
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の

小
品
と
、
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
十
八
番
で
も
あ
る
ピ
ア

ソ
ラ
の
傑
作
を
多
数
お
届
け
す
る
。
石
田
は

過
去
に
、「
色
々
な
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、弾
き
手
は
も
ち
ろ
ん
、

聴
き
手
も
面
白
い
と
思
っ
て
」
と
語
っ
て
お

り
、
今
回
の
選
曲
も
ま
さ
に
そ
の
言
葉
の
体

現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

彼
は
毎
日
計
画
的
に
こ
つ
こ
つ
と
長
時
間

練
習
す
る
几
帳
面
な
性
格
だ
そ
う
で
、
だ
か

ら
こ
そ
前
述
の
力
強
く
硬
派
な
演
奏
が
、
正

当
か
つ
洗
練
さ
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
、
多
く

の
フ
ァ
ン
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
。
そ
ん
な

彼
の
妙
技
を
今
度
こ
そ
お
聴
き
逃
し
な
く
‼

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

©Fumiaki Fujimoto
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